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『
元
朝
秘
史
』

十
五
巻
本
紗
本
に
つ
い
て

ー
ー
陸
心
源
嘗
藤
本
の
検
討
|
|

原

燈

山

三二ーは

じ

め

に

十
五
巻
本
鈴
木
、
と
く
に
ソ
聯
本
に
つ
い
て

陸
氏
本
の
検
討
、
お
よ
び
ソ
聯
本
と
の
劉
照

陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
異
同
に
つ
い
て

。。。。

は

め

じ

今
日
の
わ
が
闘
の
モ
ン
ゴ
ル
皐
の
基
礎
が
、

一九
O
七
(
明
治
四

O
〉
年
に
公
刊
さ
れ
た
那
珂
通
世
の
『
成
吉
思
汗
貧
録
』
(
大
日
本
圃
書
株
式

舎
社
、
同
年
一
月
一
八
日
夜
行
)
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
は
、
諸
家
の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
該
書
が
コ
元
朝
秘
史
』
(
以
下

『
秘
史
』
と
略
構
)
の
、

言
葉
の
員
の
意
味
に
お
け
る
-
詳
注
と
し
て
は
、

世
界
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
属
大
な
漢
籍
史
料
の
蓄
積
に
よ
る
知
見
を
、
こ
の
新
た
に
人
々
の
前
に
現
わ
れ
た
史
料
に
諜
注
の
形
で
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
何

に
E
大
な
未
踏
の
境
地
が
モ
ン
ゴ
ル
皐
に
存
在
す
る
の
か
を
、
直
接
明
示
し
問
い
か
け
た
と
い
う
黙
に
こ
そ
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
だ
。
後
周
干

の
研
究
上
の
開
心
が
強
く
刺
戟
さ
れ
、
大
き
く
掻
き
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
成
吉
思
汗
貫
録
』
が
、
刊
行
嘗
時
す
で
に
大
き
な
反
響
を
以

て
江
湖
に
迎
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
書
が
初
版
に
お
い
て
二
つ
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
も
っ
て
い
た
ば
か
り
か
、
初
版
印
行
に
時
日

を
接
し
て
再
版
が
瑳
行
さ
れ
て
い
た
事
買
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
だ
ろ
う
。



爾
後
い
く
つ
も
の
書
注
書
が
、
外
圏
に
於
い
て
も
圏
内
で
も
護
表
さ
れ
た
が
、
研
究
史
上
那
珂
の
業
績
を
畑
ら
か
に
凌
駕
す
る
も
の
は
、
残

η
，b
 

念
な
が
ら
見
出
し
難
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
朕
況
に
つ
い
て
は
、
私
は
曾
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
再
言
は
避
け
る
が
、
賞

は
七
十
数
年
も
前
に
公
刊
さ
れ
た
誇
注
が
、
多
く
の
後
績
の
類
書
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
第
一
に
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
り
績
け

て
い
る
。
そ
こ
に
こ
そ
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
此
慮
に
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

那
珂
以
降
の
『
秘
史
』
研
究
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
量
的
に
は
多
大
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
質
的
に
も
多
岐
な
拳
問
分
野
か
ら
の
関
心

が
注
が
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
質
量
と
も
に
充
賞
し
て
い
る
か
に
見
え
る
『
秘
史
』
研
究
に
は
、
等
閑
に
ふ
さ
れ
て
い
る
部
面
、
さ

ら
に
は
な
ん
と
な
く
既
に
解
決
ず
み
と
い
う
つ
も
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
問
題
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
考
え
て
み
れ

t工

。
責
料
。
と
し
て
の
『
秘
史
』
の
内
容
の
多
彩
さ
が
、
各
分
野
の
研
究
者
た
ち
に
、
己
の
興
味
の

こ
れ
は
嘗
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

向
く
ま
ま
に
夫
々
の
抱
く
ト
ピ
ッ
ク
を
ま
ち
ま
ち
に
深
く
掘
り
下
げ
る
と
い
う
管
痛
を
い
そ
が
せ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
秘
史
』
研
究
の
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あ
り
ょ
う
は
、
瞳
系
的
組
織
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
個
別
的
局
地
戦
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
思
い
の
ほ
か
基
本
的
な
テ
l
マ

た
ま
た
ま
研
究
上
の
関
心
を
ひ
か
な
か
っ
た
と
レ
う
こ
と
の
た
め
、
未
考
察
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
恐
ら

く
『
秘
史
』
研
究
の
偏
頗
性
の
最
も
わ
か
り
や
す
い
読
明
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

の
い
く
つ
か
が
、

『
秘
史
』
の
文
献
血
平
的
研
究
も
、

い
く
つ
か
の
基
本
的
な
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
未
分
明
の
部
分
も
ま
た
多
く
存
在
す
る
。
『
秘
史
』
の
エ

A
生

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
に
流
俸
し
た
の
か
と
い
う
テ
!
?
も
、
那
珂
仰
官
細
な
説
明
、
洪
業
の
該
博
な
研
如
、
そ
し
て
最
も
新
し
い
ま
と
ま

F
町一》

っ
た
『
秘
史
』
研
究
と
も
い
う
べ
き
ク
リ
ー
ブ
ス
に
よ
る
翻
詳
の
「
序
蔀
に
要
約
さ
れ
た
事
以
外
の
詳
細
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
え
る
。
『
秘
史
』
の
そ
も
そ
も
の
成
立
の
年
時
・
事
情
な
ど
の
問
題
に
し
て
も
、
諸
説
紛
々
の
嗣
慨
を
呈
す
る
が
、
中
に
は
根
援
貫
誼

を
歓
い
た
鬼
面
人
を
驚
か
す
態
の
臆
断
も
な
い
で
は
な
い
よ
う
だ
。
曾
て
那
珂
や
洪
業
が
行
な
っ
た
、
級
密
な
考
誼
に
も
と
づ
く
地
味
で
は
あ

89 

る
が
揺
ぎ
な
い
鍛
案
と
も
い
う
べ
き
諸
説
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
先
師
向
干
の
成
果
を
た
と
え
少
し
ず
つ
で
も
確
か
な
足
ど
り
で
補
強
し
て
行
く
努

さ
も
な
い
と
、

力
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
秘
史
』
の
研
究
は
、
健
全
な
設
展
と
は
無
縁
の
、
空
論
の
袋
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小
路
に
迷
い
こ
む
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

」
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
十
五
巻
本
に
つ
い
て
も
、

さ
き
ほ
ど
よ
り
述
べ
て
い
る
よ
う
な
研
究
上
の
盲
黙
(
よ
り
正
確
に
は
、

裏
づ
け
を
敏
い
た

一，常
議
」)
の
中
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
論
は
、
従
来
看
過
さ
れ
て
い
た
十
五
巻
本
紗
本
の
一
本
に
光
を
あ
て
、
私
達
が
既
に
知
っ
て
い
る

そ
の
系
統
の
本
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
『
秘
史
』
に
開
し
て
現
在
の
段
階
で
何
が
言
え
る
の
か
、
と
い
う
課

題
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
十
五
巻
本
紗
本
、
と
く
に
ソ
聯
本
に
つ
い
て

十
二
巻
本
と
十
五
巻
本
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

が
、
散
侠
し
て
今
に
僅
か
四
一
葉
の
断
片
を
商
品
す
だ
け
で
あ
り
、
大
鐙
に
お
い
て
『
秘
史
』
は
専
ら
書
篤
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
惇
え
ら
れ
た

『
秘
史
』
に
、

明
代
の
洪
武
時
期
に
刻
本
が
作
製
さ
れ
た

- 90ー

と
考
え
て
よ
い
。
元
来
正
集
十
巻
績
集
二
巻
か
ら
な
る
十
二
巻
本
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
『
秘
史
』
に
十
五
巻
本
が
生
じ
た
の
は
、
永
祭
大
奥
の

編
纂
事
業
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
時
、
『
秘
史
』
が
永
祭
大
典
中
に
牧
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
正
績
の
別
の
な
い
十
五
巻
本
へ
の
再

編
成
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
十
二
巻
本
・
十
五
巻
本
と
は
い
っ
て
も
、
内
容
に
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
嘗
然
で
あ

る
。
干
支
の
聞
に
そ
の
殆
ん
ど
を
亡
失
し
て
し
ま
っ
た
永
祭
大
典
諸
本
の
、

『
秘
史
』
は
幸
運
な
例
外
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
、
永
祭
大

血
ハ
の
装
い
を
も
っ
『
秘
史
』
を
私
達
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
は
、
永
集
大
血
〈
本
『
秘
史
』
を
奪
回
寓
し
た
十
五
巻
本
紗
本
が
今

日
ま
で
俸
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
秘
史
』
に
十
五
巻
本
が
あ
る
所
以
で
あ
る
。

『
秘
史
』
の
俸
来
の
事
情
を
通
覧
す
る
と
、
二
つ
の
大
き
な
劃
期
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
左
に
表
を
掲

げ
る
。
こ
の
表
は
、
今
日
私
達
が
利
用
し
て
い
る
漢
字
音
課
本
が
成
立
し
て
以
来
、

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
『
秘
史
』
を
架
蔵
し
て
い
た
磁
書
家
た
ち
の
序
践
、
議
書
記
の
類
、
そ
の
書
を
見
る
事
の
で
き
た
皐
者
の
解
題
、

さ
ら
に
は
古
書
目
に
留
め
ら
れ
た
そ
の
書
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
時
代
順
に
集
成
列
拳
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
秘
史
』
が
ど
の
よ
う
に
人
々
に
認
め
ら
れ
て
き
た
か
を
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略
年
表
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一

一
巻

数

一

一

一

一

一

1

一
解
題
一

一

一

角4

一
R
U

一

一

一

一

一

一

一
コ
冗
朝
秘
史
一
部
五
冊
開
。
元
朝
必
史

一
部
五
冊
闘
。
元
朝
秘
史
績
集

文
淵
閣
書
目
(
明
楊
土
奇
等
)
一

四
四
一

(O)
一

一

無
一
部
一
冊
闘
。
元
朝
秘
史
一
部
一
冊
関
」
を
登
載
。

古
来
竹
堂
書
目
(
明
葉
一
般
〉
一
一
六
一
一
一
四
一

(O)
一
一
無
一
コ
冗
朝
秘
史
五
冊
。
元
朝
秘
史
績
集
一
冊
」
を
登
載
。

元
朝
典
故
編
年
孜
(
清
孫
承
津
)

一
清

初

一

0
一

一
有

一

千
頃
堂
書
目
(
童
書
譲
)

一
清

初

一

0
一

一
無
一
コ
克
朝
一
貫
十
二
巻
」
を
登
載
。

元
秘
史
略
(
清
高
光
泰
)

一
一
七
四
、
一

(O)
一

一
有
一
『
秘
史
』
の
サ
マ
リ
ー
版
。
高
光
泰
の
序
を
巻
頭
に
、
楊
復
士
ロ
の
「
元
秘
一

一

二

一

一

一

史

暑

践

」

を

巻

末

に

附

す

。

十

二

巻

本

に

よ

る

。

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1一1

1
1
1
1
1
1

寸」
i

l

コAαα
罰則
劉周
到
司
倒
岡
調
書
問
d
刊
司
副
阿
町
一

政
元
秘
史
(
清
銭
大
所
)

一
一八
O
O
一

一

一

有
一
附
な
き
ゆ
え
、
俵
に
こ
の
年
に
従
う
。
ソ
聯
本
、
隆
氏
本
、
業
徳
輝
本
等

一

一

一

一

一

一

に
枚
録
。

一

元
朝
秘
史
紋
(
清
一
顧
庚
折
)

一
一八

O
五

一

0
一

一

有

一
四
部
叢
刊
本
に
収
録
。

一

「

ιι
佐
清
♀
去
百
円

l
I3
「
ト
同
ト
ぽ
lEιι
直
怠
活
防
白
叫
峰
崎
直
部

ιド
|一

一
四
庫
未
収
書
目
提
要
(
清
既
元
)
一
一
八
一
一
一

一
一

一

0
一
有
一
コ
元
秘
史
十
五
巻
」
を
登
載
。
銭
大
析
の
解
題
と
並
ぶ
有
名
な
も
の
。
葉

一

一

一

一

一

一
一
徳
輝
本
、
四
部
叢
刊
本
な
ど
も
附
載
し
て
い
る
。

一

一

元

朝

秘

史

(

連

襲

警

)

一

一

八

四

八

一

一

o
司

副

融

和

劃

釦

釦

む

劃

副

引

引

手

配

創

一

一

釦

配

劃

劃

劃

恥

間

コ

引

引

一l

i
司

|
一|
引

司

劃

引

劃

飢

引

制

劃

1

1

1

1

1
1
11

1

一

帯
経
堂
書
自
主
孫
樹
杓
二
一
八
六
六

一

一

0
一
有

ヨ

松

平

EEZ釦副
長

川

1

i

l

-

-

一

別

配

劃

劃

引

劃

劃

斗

引

引

一
4

|

一

一

司

淵

闘

劃

同

州

司

君

吋

記

事

司

耳

目

担

当

盟

叶

一

↑

一

一

-

一

が

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

。

i
l
i
l

-

- 91ー

名
(
撰
者
)

年

備

考

書

刊

。
有
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商
宋
機
磁
九
百
士
山
(
清
陵
心
源
)

八
千
谷
犠
書
目
(
清
丁
立
中
〉

善
本
書
宗
十
い
蔵
書
士
心
(
清
丁
丙
〉

JC 

朝

秘

史
(
業
徳
慨
仰
木
〉

部
園
譲
任
い
士
心
(
清
業
徳
制
岬
〉

臓
圏
筆
書
題
記
(
侍
増
湘
〉

元

朝

団

史

息

守

一

一

編

)

一

江
蘇
省
4V園
祭
聞
書
館
闘
書
輸
相
目

北
京
問
書
館
善
木
書
目

1¥ 

/、

八
九
九

一
九

O

-
九
O
八

一
九
一

八

一
九
三
三

一
九
三
四

一

一
九
四
八

一
九
五
九

一

「
元
秘
史
十
五
巻
替
紗
本
新
山
王
晩
問
蔵
書
」
を
登
載
。
院
元
の
解
題

一

を
殆
ど
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

一

部
柴
徳
輝
の
コ
冗
一
明
秘
史
序
」
、
院
元
の
解
題
を
を
頭
に
、

無
名
氏
と
張
穆

一

お
よ
び
銭
大
析
の
践
を
を
末
に
附
す
。

一

「
元
朝
秘
史
十
径
一
積
十
笹
奇
妙
木
」
を
廷
録
。
「
績
十
巻
」
は
「
績
二

一

巻
L

の
謀
り
で
あ
る
。

一

「
元
朝
秘
史
十
忠
信
網
集
二
巻

密
寓
本
」
を
登
載
。

一

巻
頭
に
顧
康
折
、
配
一
冗
の
、

t
u末
に
張
元
済
の
解
題
を
そ
れ
ぞ
れ
附
す
。

O

警
本
書
室
欝
臓
の
十
五
巻
紗
本
を
所
蔵
。

〈
現
存
〉

一

一

「
元
朝
秘
史
十
巻
績
集
二
笠
清
抄
本
願
康
折
校
並
抜
、
周
畿
拾
得
増
湘

十

一
次
六
日
。
元
朝
秘
史
十
五
巻
清
抄
本
二
附
。
一
克
朝
日脚
史
十
五
巻
清
抄
本

F

。

一
無
一
翁
同
選
抜
四
間
。
元
朝
泌
史
十
五
径

清
桝
本
四
附
」
の
四
件
を
所
織
。

-

一

一

〈
現
存
〉

。。。.0 。
。。

一
有 有

「
一冗
秘
史
十
五
を
影
高
一
冗
刻
本
務
季
言
市
町
議
」
を
わ
笠
載
。

「一
花
刻
本
」

一
と
い
う
の
は
、
も
と
の
板
本
の
意
で
あ
る
。

一

「
元
日
脚
史
十
五
を
不
着
撰
人
名
氏
」
を
登
載
。
立
中
は
丁
丙
の
子
。
左

一

の
『
善
本
苫
実
蔵
書
志
」
に
詳
述
さ
れ
る
も
の
と
岡
本
で
あ
る
。

~1止有有有 ;有
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知一

①

本

表

は

、
洪
業
、
陳
垣
、
パ
ン
ク
ラ
ト
フ
な
ど
の
研
究
を
も
と
に
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
も
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

②

備
考
欄
に
は
、
点
目
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
登
載
さ
れ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
を
原
文
の
盛
掲
げ
た
。
ま
た
、
解
題
の
類
で
、
後
年
何
度
に
も
わ
た

っ
て

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
〈
銭
大
断
、
院
元
の
そ
れ
の
如
く
)
は
、
そ
の
度
ご
と
に
記
載
し
た
。
そ
の
時
期
、
ど
の
よ
う
な
解
題
が
重
観
さ
れ
て
い
た
か
を

窺
う
よ
す
が
と
も
な
れ
ば
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

③
蔵
書
目
録
の
類
に
『
秘
史
」
の
登
載
が
あ
っ
て
も
、
大
量
に
印
行
さ
れ
た
板
本
(
『
元
秘
史
略
』
、
連
筋
移
叢
書
版
、
葉
徳
輝
本
な
ど
)
で
あ
る
場
合
は

一
切
省
略
し
て
あ
る
。

張
蓉
銭
(
字
は
芙
川
〉
に
つ
い
て
は
、
業
昌
蛾
『
臓
主国
紀
事
詩
』
径
五
に
見
え
る
。

暗号



さ
て
、

『
秘
史
』
の
俸
・
来
の
事
情
を
通
覧
す
る
と
、
二
つ
の
大
き
な
劃
期
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
の
年
表
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

ま
だ
紗
本
の
形
で
し
か
俸
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
、
謂
わ
ば
「
紗
本
の
時
代
」
の
こ
と
で
あ
る
。

「
霊
石
楊
氏
連
錫
移
叢
書
」
中
に
碩
儒
張
穆
(
一
八
O
五
|
四
九
年
)
が
、
十
五
巻
本
『
秘
史
』
の
線
詳
の
部
分
の
み

ヴ
，

を
抽
出
し
て
作
っ
た
『
元
朝
秘
史
』
を
牧
録
し
、
板
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
出
版
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
一
部
の
熱
心
な
蔵
書
家
の
探
求

先
ず
第
一
の
劃
期
。
そ
れ
は
『
秘
史
』
が
、

道
光
中
の
一
八
四
八
年
、

書
で
あ
る
か
、
ご
く
僅
か
の
拳
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
『
秘
史
』
が
贋
く
江
湖
に
普
及
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
特
異
な

構
造
を
も
っ
『
秘
史
』
の
全
貌
が
姿
を
現
わ
し
た
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
に
せ
よ
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
あ
ら
ま
し
が
卒
易
な
形

で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

「
連
錫
第
叢
書
」
の
『
元
朝
秘
史
』
に
よ
り
、
史
料
と
し
て
の
『
秘
史
』
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が

解
り
や
す
い
形
で
周
知
さ
れ
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
人
々
の
輿
味
は
、
首
然
の
よ
う
に
斯
様
な
4

ハ
イ
ラ
イ
ト
版
ク

で
な
い
、
漢
字
音
講
さ

れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
テ
キ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
備
え
た
完
全
な
『
秘
史
』
の
探
索
研
究
に
向
か
い
始
め
る
。
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か
く
し
て
第
二
の
劃
期
が
訪
れ
る
。
内
藤
湖
南
の
請
を
容
れ
た
文
廷
式
に
よ
っ
て
そ
の
紗
寓
さ
れ
た
一
本
が
わ
が
園
に
も
将
来
さ
れ
た
十
二

巻
本
紗
本
を
も
と
に
し
て
、
十
二
巻
本
の
板
本
「
葉
徳
輝
本
」
が
印
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
述
べ
た
『
秘
史
』
研
究
の
気
運
の
高
ま

り
に
射
す
る
謂
わ
ば
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
薩
答
で
あ
り
、
成
果
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

『
秘
史
』
に
つ
い
て
の
員
の
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
カ
ル
な
研
究

が
行
な
え
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
全
く
新
し
い
局
面
の
幕
開
き
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
第
二
の
劃
期
と
い
う
べ
き
「
葉
徳
輝

本
」
の
公
刊
と
と
も
に
、

「
紗
本
の
時
代
」
は
事
寅
上
終
り
を
告
げ
る
。

「
葉
徳
輝
本
」
の
あ
と
、
別
の
十
二
巻
紗
本
を
も
と
に
、
こ
の
津
の
冒
頭
に
も
ふ
れ
た
新
瑳
見
の
洪
武
刻
本
の
残
簡
を
織
り
込
ん
で
成
っ
た

板
本
も
、
「
四
部
叢
刊
三
編
L

に
牧
録
さ
れ
て
印
行
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
二
つ
の
板
本
に
よ
っ
て
『
秘
史
』
の
テ
キ
ス
ト
の
整
備
は
進
み
、

か
く
し
て
今
日
の
、
十
二
巻
本
を
主
流
と
す
る
『
秘
史
』
研
究
の
路
線
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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「
紗
本
の
時
代
」
に
属
す
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
つ
い
て
の
様
々
な
断
片
的
な
言
及
、
そ
し
て
そ
の
内
容
の
大
略
、
諸
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
存
在
と
そ
の
流
れ
、
等
々
の
情
報
は
耳
に
入
っ
て
く

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
那
珂
の
『
成
吉
思
汗
貫
録
』
が

『
秘
史
』



る
の
に
、

那
珂

94 

の
最
末
期
に
ふ
さ
わ
し
い
朕
況
に
悩
ま
さ
れ
た
す
え
、

量
産
さ
れ
て
目
暗
が
容
易
に
な
っ
た
板
本
を
利
用
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
(
因
に

「
築
徳
輝
本
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
那
珂
の
著
作
が
世
に
出
た
翌
年
で
あ
る
)
。
内
藤
湖
南
を
介
し
て
、
文
廷
式
提
供
の
紗
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

『
成
土
ロ
思
汗
貫
録
』
の
再
販
本
に
は
、
註

ωで
述
べ
た
よ
う
に
、
文
廷
式
を

全
き
『
秘
史
』
を
見
る
こ
と
は
か
な
わ
ぬ
と
い
う

「
紗
本
の
時
代
」

は
文
廷
式
の
紗
本
の
線
を
よ
う
や
く
掴
ん
だ
の
で
あ
っ
て

那
珂
の
感
激
の
ほ
ど
は
、
だ
か
ら
こ
そ
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。

悼
む
文
が
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
行
文
か
ら
は
故
人
よ
り
受
け
た
厚
い
皐
恩
へ
の
感
謝
の
念
が
讃
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
秘
史
』
の
(
テ
キ
ス
ト
の
復
索
と
そ
の
設
表
を
も
含
め
た
)
研
究
史
に
は
、
二
つ
の
劃
期
が
措
定
で
き
よ
う
が
、
本
稿

で
は
追
究
す
べ
き
テ

l
マ
の
開
係
上
、
永
集
大
血
ハ
本
の
十
五
巻
本
紗
本
が
現
わ
れ
て
以
降
ど
の
よ
う
に
俸
来
し
て
行
っ
た
か
を
、
第
二
の
劃
期

述
ベ
来
た
っ
た
如
く
、

(
即
ち
業
徳
輝
に
よ
る
板
本
刊
行
)
の
頃
ま
で
に
限
っ
て
見
て
行
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
今
日
私
達
は
『
秘
史
』
を
参
照
す
る
際
、
専
ら
十
二
巻
本
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
主
と

- 94ー

し
て
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
流
俸
の
問
題
に
由
来
す
る
。
即
ち
、

「
葉
徳
輝
本
」
の
出
現
以
降
、

『
秘
史
』
の
テ
キ
ス
ト
に
闘
す
る
研
究
は
、
十
二
巻

本
の
系
統
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
曾
て
は
何
種
類
か
の
博
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
十
五
巻
本
の
検
討
が
な
お
ざ
り
に
な
っ
て

行
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
「
葉
徳
輝
本
L

に
加
え
て
、
の
ち
に
求
め
う
る
最
良
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
四
部
叢
刊
本
」
が
印
行
さ
れ
て
か
ら
も
、

な
お
十
五
巻
本
を
検
討
し
、
十
二
倉
本
と
の
校
合
を
魚
す
べ
き
事
を
力
説
し
て
い
た
先
虫
干
も
あ
る
に
は
あ
る
。
服
部
四
郎
は
、
言
語
準
的
な
見

地
か
ら
、

へ
l
ニ
γ

シ
品
(
切
回
目
巳
m
n
v
)
が
僅
か
に
停
え
て
い
た
「
バ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
本
〔
卸
ち
本
稿
で
い
う
ソ
聯
本
〕
」
の
手
懸
り
を
も
と
に
、

「
パ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
本
」
が
現
存
の
他
の
諸
本
に
は
見
え
な
い
孤
立
的
な
特
激
を
持
っ
て
い
る
の
で
「
一
般
に
こ
の
本
は
誤
潟
が
多
く
て
決
し
て

良
い
本
と
は
い
へ
な
い
が
、
孤
立
的
地
位
に
立
つ
故
に
傘
重
さ
る
べ
き
も
の
L

と
認
め
て
い
る
。
少
し
お
く
れ
て
文
献
皐
的
な
立
場
か
ら
十
五

巻
本
曹
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
、

『
秘
史
』
の
俸
来
に
つ
い
て
の
研
究
で
大
き
な
貢
献
を
し
た
洪
業

(
d
E
E自
国

E
巴
で
あ

っ
た
。
彼
自
身
は
服
部
と
同
様
、
そ
の
時
十
五
巻
本
を
精
査
し
う
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
後
日
果
た
さ
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
二
つ

帥

の
系
統
(
十
二
巻
本
と
十
五
巻
本
)
の
校
定
が
必
須
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
私
達
は
、
服
部
や
洪
と
は
ち
が
い
恵
ま
れ
た
研
究
上



A
H
H
，
 

の
環
境
に
身
を
置
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
最
た
る
あ
ら
わ
れ
は
十
五
巻
本
紗
本
の
公
刊
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

(

H

パ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
、
白
羽
・
コ

ghshE除
u

コ・閉山・}〈る

3
8・H
∞
見
1
5斗
∞
)
が
ロ
シ
ア
に
も
た
ら
し
た
一
本
で
あ
る
(
以
後
「
ソ
聯
本
」
と
よ
ぶ
〉
。

、q
u，

ん
H
U
T

こ
こ
で
話
の
順
序
と
し
て
、
ソ
聯
本
の
あ
り
ょ
う
を
簡
皐
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
岡
本
は
六
分
燭
よ
り
な
り
、

一
九
世
紀
に
パ
ラ
デ
ィ
イ

テ
キ
ス
ト
本
瞳
と
銭
大
析
の
践

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

飽
廷
博
(
一
七
二
八
1

一
八
一
四

こ
の
本
は
、

文
、
責
不
一
烈
〈
一
七
六
三
|
一
八
二
五
年
〉
に
よ
る
追
記
を
含
む
。

年
)
の
識
に
係
る
と
い
わ
れ
、
の
ち
に
漸
江
仁
和
の
「
韓
氏
臨
書
」
に
蹄
す
。

韓
文
締
(
一
七
六
三
|
一
八
四
一
年
)
と
、

そ
の
孫
韓
泰
華
の
顕

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
そ
れ
は
剣
る
の
だ
が
、

一
八
七
二
年
に
は
轄
じ
て
パ
ラ
デ
ィ
イ
が
こ
の
本
を
入
手
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
な

ぉ
、
先
に
ふ
れ
た
「
蓮
鱈
霧
叢
書
」
の
『
元
朝
秘
史
』
に
あ
る
張
穆
の
記
に
よ
る
と

右
元
朝
秘
史
十
五
巻
。
遁
光
二
十
一
年
八
月
、
従
永
祭
大
典
十
二
先
元
字
韻
中
篤
出
。
二
十
七
年
、
復
従
仁
和
韓
氏
借
得
影
紗
原
本
、
校

封
無
靴
。
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と
あ
る
が
、

(
こ
れ
に
は
、
な
お
考
え
る
べ
き
問
題
が
存
す
る
。

陳
垣
は
「
ソ
聯
本
」
こ
そ
が
張
穆
の
い
う
「
影
紗
原
本
」
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る

次
章
で
詳
述
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
)
。
こ
の
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
、
が
、
殊
に
一
九
三
三
年
ベ
リ
オ
(
勺
・
M
M

丘町
O
H
・
5
斗∞

4
3司，
h
u、

1
5
8
)
が
そ
の
潟
員
版
を
北
卒
園
立
園
書
館
に
贈
っ
た
の
を
、
陳
垣
が
書
影
と
共
に
簡
単
に
解
説
を
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
よ
く
言
及
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
私
達
が
質
際
に
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
す
べ
て
を
除
す
と
こ
ろ
な
く
目
踏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

ソ
聯
邦
科
皐

ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
寓
員
版
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
六
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
現
在
通
行
し
て
い
る
十
二
巻
本
系
の
諸
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
出
揃
っ
て
か
ら
も
か
な
り
の
時
聞
が
鰹
過
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
た
研
究
が
進
ん
で
い
る
、
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
か
ら
、
全
貌
を
現
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ゎ
化
ん
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
十
五
巻
本
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
「
頗
る
ぞ
ん

A
N
U守

，何日い

ざ
い
」
で
「
十
二
巻
本
に
比
し
て
内
容
的
に
は
さ
ほ
ど
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
た
め
に
、
「
十
五
巻
本
」
の
評
債
を
低
い
黙
に
決
定
的
に
固

め
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
全
く
皮
肉
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
秘
史
』
の
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
カ
ル
な
研
究
は
い
よ
い
よ
十

ソ
聯
本
に
劃
し
て
の
み
有
数
で
あ
る
筈
の
こ
の
テ
キ
ス
ト
批
判
が
、
そ
の
一
本
に
留
ま
ら

二
巻
本
の
一
一
筋
道
を
進
む
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
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な
ん
と
も
奇
異
な
現
象
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

ず、

い
つ
の
間
に
か
十
五
巻
本
系
全
鐙
へ
の
許
債
と
な
っ
て

「
通
説
」
化
さ
れ
て
い
る
の
は

ぃ
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
上
誤
ま
っ
た
通
念
が
庚
ま
り
定
着
し
た
の
も
無
理
も
な
い
、

「
こ
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の

と
い
う
一
面
も
あ
る
。

『
永
楽
大
奥
』
そ
の
も
の
が
殆
ど
亡
失
し
去
っ
た
今
日
、

わ
れ
わ
れ
が
目
暗
し
う
る
唯
一
の
永
祭
大
典
本
『
元

『
元
朝
秘
史
』
十
五
巻
本
は
、Aw
 

h
uv 

朝
秘
史
』
だ
と
い
っ
て
よ
い
」
と
す
る
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
の
で
、

ソ
聯
本
が
十
五
巻
本
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
も
己
む
を

え
な
い
、

と
い
う
風
潮
が
生
じ
た
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
服
部
四
郎
や
洪
業
の
、
至
っ
て
嘗
然
と
も
思
え
る
後

皐
へ
の
宿
題
も
放
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ソ
聯
本
が
参
照
可
能
の
唯
一
の
十
五
巻
本
で
あ
る
、

と
い
う
認
識
は
間
違
っ
て
い
る
。
私
達
が
目
暗
し
う
る
永
繁
大
典
本

他
に
も
あ
る
。

4
り

本
紗
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
次
の
掌
で
そ
の
十
五
巻
本
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
つ
も
り
だ
が
、
こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
背
景
が
あ
る
。

(
十
五
巻
本
)
は

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

今
世
紀
初
頭
以
降
わ
が
園
に
存
在
し
な
が
ら
、
完
全
に
看
過
さ
れ
て
き
た
十
五
巻『秘

- 96ー

史
』
の
「
紗
本
の
時
代
」
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
先
に
あ
げ
た
年
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
停
本
の
主
流
は
十
二
巻
本
で
は
な
く
、
十

五
巻
本
の
方
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
一
八

0
0年
代
を
通
じ
て
の
期
聞
は
、
こ
の
傾
向
が
著
し
い
。
清
代
の
碩
皐
た
ち
が
こ
の
記

A
N
w
p
 

'n
u、

念
碑
的
な
テ
キ
ス
ト
の
保
存
と
惇
承
に
果
し
た
役
割
は
、
文
皐
史
上
の
偉
大
な
物
語
の
一
つ
で
あ
る
、
と
正
し
く
も
評
慣
し
た
の
は
ク
リ
l
ブ

ス
で
あ
る
が
、

そ
の
摩
者
た
ち
の
殆
ん
ど
は
十
五
巻
本
を
見
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
様
に
比
較
的
一
般
性
の
あ
っ
た
十
五
巻
本
紗
本
の
う

ち
、
今
に
停
わ
る
二
本
を
此
慮
で
様
々
な
角
度
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
者
の
あ
り
ょ
う
が
近
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
い
は

遠
い
闘
係
に
あ
る
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

ま
た
十
五
巻
本
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
捨
て
去
ら
れ
て
よ
い
ほ
ど
依
陥
の
多
い
本
な

の
か
等
の
問
題
に
つ
レ
て
考
え
て
み
た
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
今
後
さ
ら
に
文
献
準
的
な
調
査
を
、

に
値
す
る
か
否
か
、
そ
の
見
通
し
を
つ
か
む
信
用
の
一
助
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
行
な
う

二
、
陸
氏
本
の
検
討
、

お
よ
び
ソ
聯
本
と
の
封
照



こ
こ
で
問
題
と
な
る
十
五
巻
本
は
、
現
在
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
に
、
一
九

O
七
年
と
い
う
日
附
け
を
殊
更
に
示

し
た
の
は
、
そ
の
年
が
那
珂
の
諜
注
書
が
出
現
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
責
は
も
う
一
つ
わ
が
園
の
『
秘
史
』

研
究
に
と
っ
て
重
要
な
出
衆
事
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

清
末
の
大
臓
書
家
で
漸
江
騎
安
の
人
陸
心
源

〔道
光
一
四

正
に
そ
の
年
に
、

〈
一
八
三
四
〉

光
絡
二

O
(
一
八
九
四
〉
年
〕
の
善
本
稀
書
を
潤
津
に
含
む
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が、

穆
げ
て
岩
崎
家
の
有
に
蹄
し
た
の
だ
が
、

そ
の
内
に
こ
の
妙
本
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
以
後
、
奮
臓
者
に
因
ん
で
こ
の
本
を
「
隆
氏
本
」
と
よ
ぶ
)
。

同
室
聞
は
、
乾
坤
商
加
〈
乾
坤
の
別
は
小
口
書
き
に
て
一
示
す
)
よ
り
な
る
。
大
き
さ
は
二
七
・
一

×
一
七
・
八
糎
、
精
妙
本
と
は
言
い
難
い
が
、
か

な
り
凡
帳
面
に
書
寓
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

巻
首
の
一
葉
ハ
一
葉
と
す
る
理
由
は
次
に
述
べ
る
。
第
一
を
の
第
一
|

ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
に
は
、

節
、
お
よ
び
第
三
筋
の
主
文
を
紋
く
〉
が
無
く
、

(
同
本
篇
の
巻
一
|
ム
ハ)

僅
か
に
完
善
本
た
る
を
満
た
し
て
い
な
い
。
乾
坤
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
講
を
詳
し
く
見
る
と
、

・
坤
(
同
本
第
の
績
き
、
巻
七
l
一五。

ω銭
大
析
に
よ
る
コ
元
秘
史
政
」
。
同
追
記
)
の
如
く
で、

- 97ー

乾

ソ
聯
本
と
牧
録
す
る
内
容

は
同
じ
で
あ
る
(
陸
氏
本
の
飲
落
が
一
葉
に
と
ど
ま
る
と
判
断
し
た
の
は
、
爾
本
の
編
成
が
一
致
す
る
と
い
う
前
提
に
も
と
づ
く
。
但
し
、
ソ
聯
本
は
枚
録
順
序

が、

ω
l同
lω
と
な
っ
て
い
る
〉
。

静
嘉
堂
文
庫
と
し
て
の
同
書
の
提
要
は
、
河
田
無
編
『
静
嘉
堂
秘
籍
志
』
(
静
嘉
堂
、
一
九
一
七
年
)
に
見
え
る
が
、
買
は
そ
の
一
文
は
陸
心
源

の
私
臓
本
解
題
集
『
商
宋
棲
醸
書
志
』

〔光
緒
八
(
一
八
八
二
)
年
。
堂
三
二
〕
を
襲
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
〔
な
お
、
陸
心
源
の
解
題
は
『
商
宋
横
綴

書
志
』
に
あ
る
の
だ
が
、
墨
書
君
主
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
(
同
文
庫
、
一
九
一
一
一
O
年
〉
に
於
い
て
は
同
書
は
、
ハ
「
商
宋
様
」
蔵
書
で
は
な
く
)
「
十
寓
巻
棲
」
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
属
す
る
と
表
示
さ
れ
て
い
る
〕
。
そ
し
て
こ
の
陸
氏
自
身
の
提
要
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
前
宇
部
分
は
玩
元
『
四
庫
未
牧
書
目
提
要
』

〔
道
光
二
ハ
一
八
二
二
)
年
〕
の
「
元
秘
史
十
五
巻
」
を
や
は
り
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
(
そ
し
て
後
牢
に
は
、
銭
大
析
の
紋
を
は

め
こ
ん
で
い
る
)
。
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と
こ
ろ
で
、
同
書
に
つ
い
て
は
、
陸
心
源
以
前
の
所
識
者
が
剣
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
商
宋
棲
磁
室
闘
志
』
の
問
書
の
項
に
「
務
季
言
奮
蔵
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
が
、
全
く
別
の
面
か
ら
も
ま
た
こ
の
奮
識
者
を
明
ら
か
に
し
う
る
。
同
書
に
は
、

一
見
し
て
剣
別
で
き
る
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A
噌岬，

二
種
の
筆
蹟
が
あ
る
〔
凶
を
一
|
四
、
銭
大
析
の
威
。
倒
巻
五
|
一
五
、
追
記
〕
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
の
筆
蹟
同
に
は
絞
重
が
見
ら
れ
る
。
鉄
重
は
、

「
原
」
同
壌
放
後
の
一
査
を
紋
く
)
の
二
字
に
係
る
。
こ
の
二
字

経
(
解
、
開
げ
と
あ
ら
わ
さ
れ
る
〉
と
原
(
原
と
さ
れ
る
。
ま
た
源
、
海
な
ど
に
も
及
び
、

は
、
第
格
(
季
言
は
字
)
の
父
務
経
原
(
字
は
笠
土
〉
の
名
を
議
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
ご
く
僅
か
の
漏
れ
を
除
き
網
羅
的
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。
陸
氏
本
に
二
種
の
筆
蹟
が
見
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
一
方
に
だ
け
特
定
の
飲
重
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
事
責
は
様

絞
重
は
、

々
の
臆
測
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
で
あ
る
。

」
の
紋
董
措
置
か
ら
、

陸
氏
本
(
の
少
く
と
も
字
分
以
上
の
部
分
i
創
ち
筆
蹟
倒
|
〉

と
も
あ
れ
、

が
、
ま
さ
し
く
努
格
の
時
代
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
朔
り
え
な
い
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
務
格
の
生
年
は
、
呉
昌

綬
「
唐
棲
傍
氏
三
君
俸
L

は
、
そ
の
聞
の
い
つ
か
に
寓
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
ま
だ
興
味
を
惹
か
れ
る
事
賓
が
あ
る
。

ハ
『
碑
俸
集
補
』
巻
五
O
)
に
よ
れ
ば

嘉
慶
二
五
(
一
八
二

O
)
l同
治
三
(
一
八
六
四
〉
年
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
妙
本

経
原
の
「
好
牧
書
」
〈
奥
昌
綬
の

文
〉
と
い
う
性
癖
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
彼
の
子
の
穫
と
格
は
、
「
時
人
有
二
第
之
目
」
(
繁
昌
燥
『
蔵
書
紀
事
詩
』
巻
六
〉
と
稽
さ
れ
「
累
代
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富
臓
書
」
(
同
前
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
大
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
務
格
は
漸
江
仁
和
塘
棲
鎮
に
居
た
の
で
あ
る
が
、
仁
和
と
は
ソ
聯
本
の
確

認
し
う
る
最
古
の
持
主
、
韓
氏
と
同
郷
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

同
書
に
は
附
筆
の
貼
り
こ
み
が
散
見
さ
れ
る
。
最
大
の
も
の
で
も
約
一
×
七
糎
程
度
の
小
紙
片
で
、

一
字
を
書
き
入
れ
た
だ
け
の
極
め
て
小

さ
い
も
の
ま
で
、
そ
の
形
態
は
同
一
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
テ
キ
ス
ト
中
の
特
定
の
字
の
校
定
で
あ
る
(
註
に
詳
述
寸
仰
が
、
両
を
あ
げ
れ

ば
「
分
了
二
字
原
本
子
字
勝
謀
」
の
如
し
。
こ
こ
に
言
う
「
原
本
」
が
何
を
さ
す
の
か
、

ま
た
そ
も
そ
も
誰
の
手
に
よ
っ
て
こ
の
附
築
が
作
ら
れ
た
の
か
も
、

興

味
深
い
、
し
か
し
な
が
ら
極
め
て
解
明
の
困
難
な
問
題
で
あ
る
)
。

附
築
の
分
布
は
偏
在
し
て
い
る
。

巻
一
に
一

O
、
巻
二
に
四
、
巻
三
に
五
、
計
一

九
箇
鹿
に
限
ら
れ
て
お
り
、
他
の
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
紗
本
に
は
、
傍
語
の
震
の
傍
線
に
朱
墨
を
用
い
て
い
る
が
、
附
筆
に
よ
っ

て
校
定
が
行
な
わ
れ
る
文
字
を
明
示
確
定
す
る
の
に
も
、
朱
の
o

印
を
該
首
の
文
字
の
横
に
附
し
て
い
る
。

ま
た
陸
氏
本
に
は
、
巻
敷
お
よ
び
各
巻
ご
と
の
丁
数
表
示
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
全
巻
を
通
じ
て
現
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
巻
五

か
ら
一
五
ま
で
に
の
み
、
こ
の
表
示
が
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
筆
蹟
同
の
部
分
に
は
、
例
外
な
く
こ
の
昆
置
が
施
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う



こ
と
に
な
る
の
だ
。

以
上
述
べ
て
き
た
紙
重
慮
置
、

陸
氏
本
に
の
み
現
わ
れ
、

ソ
聯
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

巻
・
丁
数
表
示
は
、

る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
陸
氏
本
の
内
部
に
於
い
て
も
、
裁
然
た
る
法
則
性
の
下
に
現
わ
れ
る
。
そ
の
匡
分
を
な
す
も
の
は
筆
蹟
で
あ
る
。

左
表
は
、
陸
氏
本
の
も
つ
特
徴
が
ど
の
筆
蹟
の
中
に
見
ら
れ
る
か
を
示
し
た
一
覧
で
あ
る
。

附
筆
の
貼
り
こ
み
、

W 

銭 |

寄|筆

本隊

蹟

(B) 

鉄
壷

錫;
事
ア

タ*

後
述

巻

丁
数
表
l Y72 

附
婆
。

筆

蹟

次
に
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
比
較
を
行
な

っ
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
十
五
各
本
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
必
ず
し
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
、
繰
り
か
え
し
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
ソ
聯
本
の
出
来
築
え
に
由
来
す
る
。

ソ
聯
本
が
影
印
出
版
さ
れ
た
時
、
パ
ン

h
回
、

グ
ラ
ト
フ
は
「
序
文
」
に
ソ
聯
本
の
来
歴
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お
り
開
然
す
る
所
が
な
い
。
そ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
評
債
は
決
し
て
良
く
な

い
。
ソ
聯
本
を
仔
細
に
粘
'検
す
る
と
、
そ
の
紗
本
の
筆
潟
、が
非
常
に
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
る
と
い
う
バ
ン
グ
ラ
ト
フ
の
評
言
が
正
し
い
事
が
よ
く
わ

テ
キ
ス
ト
中
の
字
の
無
数
の
誤
り
は
言
う
に
及
ば
ず
(
た
と
え
ば
校
勘
本
の
序
言
に
は
「
十
五
禁
容
三
千
一
一
百
多
富
島
」
と

5、
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か
る
。
一
九
四
節
(
巻
八
)
、
二
七
二

i
二
七
三
節

(各
一
四
〉
に
は
錯
簡
が
見
ら
れ
る
し
、
二
三
七
節
(
巻
一
一
)
に
は
脱
漏
ま
で
が
あ
る
。

一
方
、
陸
氏
本
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
完
成
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

ソ
聯
本
と
掛
照
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
陸
氏
本

の
良
否
を
見
定
め
る
作
業
の
一
環
と
し
た
い
。
先
ず
第
一
の
項
目
で
あ
る
。

ソ
聯
本
の
幾
つ
か
の
径
の
末
尾
に
は
、
妙
篤
デ
ー
タ
と
も
い
う
べ
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き
記
載
が
あ
り
、
こ
の
本
の
来
墜
を
明
瞭
に
物
語
る
も
の
と
し
て
、
古
来
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同
様
の
記
載
は
、
陸
氏
本
に
も
や
は
り
見
受

し
か
し
、
南
者
の
現
わ
れ
方
に
は
差
異
が
あ
る
。
衣
頁
に
そ
の
劃
照
表
を
掲
げ
る
。

け
ら
れ
る
。
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一

省

一

一

v
一

ナ

シ

一
羽

一

ナ

シ

一

W

一
嘉
慶
乙
丑
元
管
従
刻
本
補
潟
吃
通
介
受
記

一
医

↑
嘉
慶
乙
丑
二
月
十
一
日
後
刻
本
補
潟
七
十
八
由
主
識

一

隆

氏

本

一
嘉
慶
甲
子
十
二
月
十
一
日
従
刻
本
補
篤

一
嘉
慶
乙
丑
正
月
初
=
百
従
刻
本
補
寓
詑
七
十
八
史
記

一
嘉
慶
乙
丑
元
宵
従
刻
本
補
篤
詑
遁
介
受
記
〔
ソ
聯
本
に
同
じ
〕

一

ナ

シ

ソ

聯

本

ソ
聯
本
で
は
紗
鶏
デ
ー
タ
は
二
巻
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
陸
氏
本
に
於
い
て
は
三
巻
分
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

特
に
、
第
五
巻
に
あ
る
「
嘉
慶
甲
子
」
ご
八
O
四
年
)
と
い
う
紗
篤
時
期
の
記
載
は
、

し
か
も
孤
立
的
に
現

わ
れ
る
分
が
二
件
あ
る
。

こ
の
部
分
に
だ
け
あ
る
貴
重

な
も
の
だ
。
な
お
こ
の
記
載
は
、
古
く
は
陳
垣
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

同

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

4

七
十
八
皇
e

o

遁
介
里
。
と
自
稽
し
た
飽
廷
博
に
よ
っ
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第
二
の
項
目
。

ソ
聯
本
に
は
欄
外
上
部
に
書
き
こ
み
が
見
ら
れ
る
。
巻
八
冒
頭
の
「
刻
本
第
七
巻
起
」
か
ら
、
巻
十
五
末
尾
の
コ
冗
朝
秘
史

績
集
巻
二
終
」
ま
で
、

一
一
箇
慮
に
現
わ
れ
る
こ
の
書
き
こ
み
は
、
十
二
巻
本
の
巻
の
編
成
と
の
封
比
を
注
記
し
た
も
の
が
五
、
記
事
の
内
容

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
六
、

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
き
こ
み
は
陸
氏
本
に
も
現
わ
れ
る
。
即
ち
、

ソ
聯
本
に
あ
る
分
は
す
べ

て
陸
氏
本
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
陸
氏
本
に
の
み
施
さ
れ
て
い
る
書
き
こ
み
が
な
お
三
件
あ
る
こ
と
だ
。
左
に
列
拳
し
た

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
刻
本
第
四
巻
止
。
以
下
五
巻
。
」

(
〈
・
師
二
円
末
尾
)

「
刻
本
五
巻
止
。
L

「
刻
本
六
巻
起
。
」

(
J
A
-
m
H
S
-

末
尾
)

〈
戸
間

H
8・
官
頭
)

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
巻
末
に
あ
る
黄
不
一
烈
の
遁
記
で
い
う
所
の
コ
克
刻
本
」
を
意
味
す
る
。
十
二
巻
本
。
刻
本
。
と
の
巻
・
節
の
針
照
が

行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
痕
跡
が
、
品
位
四
か
ら
既
に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



第
三
の
項
目
と
し
て
拳
げ
る
べ
き
は
、
錯
簡
脱
漏
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。
十
五
巻
本
(
よ
り
正
確
に
は
、
ソ
聯
本
)
の
不
評
の
大
き
い
原
因

の
一
つ
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
錯
簡
脱
漏
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
本
に
幾
っ
か
存
在
す
る
小
さ
な
脱
落
は
、
十
二
巻
本
系
の
エ
デ
ィ
シ

ョ
ン
と
の
劉
比
の
上
に
明
ら
か
に
す
べ
き
問
題
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。
此
慮
で
は
、
到
底
看
過
で
き
な
い
規
模
の

も
の
を
採
り
上
げ
る
に
と
ど
め
た
。

二
七
二
l
二
七
三
節
(
巻
一
四
)
の
二
つ
の
部
分
に
錯
簡
が
、
ま
た
二
三
七

(
各
一
一
)
節
に
は
脱
漏
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
大
き
な
失
黙
に
つ
い
て
陸
氏
本
を
検
し
て
み
る
と
、
著
し
い
相
違
馳
が
一
つ
現
わ
れ
る
。

そ
れ
は
一
九
四
節
の
錯
簡
部
分
で
あ
る
。
陸
氏
本
は
こ
の
箇
慮
を
、
誤
り
な
し
に
寓
し
て
い
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
ソ
聯
本

~p 
ち

一
九
四
節
(
巻
八
)
、

に
お
い
て
は

錯
簡
は
頁
の
途
中
よ
り
始
ま
り
途
中
で
終
わ
る
ハ
巻
八
、
何
一
一
一
b

一
O
行
自
l
二二
b
九
行
自
が
誤
ま
っ
て
、
制
二
ニ
b
一
O
行
目
|

一四
b
九
行
自
の
前
に
紛
れ
こ
ん
で
い
る
)
が
、
陸
氏
本
で
は
ソ
聯
本
の
錯
簡
に
開
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
ち
ょ
う
ど
一
葉
分
に
相
嘗
す
る
。
陸

氏
本
の
巻
八
、
第
一
三
葉
表
裏
が
刷
、
第
一
四
葉
表
裏
が
耐
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
少
く
と
も
こ
の
錯
簡
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
陸
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氏
本
は
曾
て
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
た
、

よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
紗
本
を
寓
し
、

ソ
聯
本
は
第
一
一
一
一
と
一
四
葉
を
顔
じ
誤
ま
っ
た
妙

本
か
ら
書
寓
し
た
か
、
或
い
は
、
そ
れ
を
寓
す
時
に
頁
あ
た
り
の
行
数
を
怒
意
的
に
動
か
し
て
し
ま
っ
た
妙
本
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。
篤
す
時
に
行
数
を
ず
ら
す
と
い
う
こ
と
が
ソ
聯
本
俸
承
過
程
の
ど
の
段
階
で
行
な
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

解
に
説
明
し
う
る
陸
氏
本
が
、
誤
績
と
行
の
移
動
と
い
う
こ
黙
に
お
い
て
ソ
聯
本
に
先
立
つ
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
事
だ
け
は
確
認
し
う
る
。

一
葉
分
の
錯
簡
を
明

な
お
、
蔑
さ
れ
た
二
つ
の
依
黙
に
つ
い
て
は
、
陸
氏
本
も
正
し
い
形
を
俸
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
是
非
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら

ご
、
。

+
九
、
u

・こ
の
二
つ
の
本
に
お
け
る
行
だ
て
は
、

頁
あ
た
り
十
行
と
共
通
し
て
い
る
(
但
し
、
陸
氏
本
に
は
ご
く
僅
か
例
外
も
あ
る
)
が
、

行
あ
た
り
の
字

数
は
一
致
し
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
中
の
特
定
の
箇
慮
が
、
南
本
で
は
遣
う
葉
、
行
に
あ
る
場
合
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
相
違
が
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な
ぜ
生
じ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
一
九
四
節
の
錯
簡
が
陸
氏
本
の
頁
だ
て
に
よ
っ
て
説
明
で
き
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、

他
の
十
五
巻
本
が
参
照
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
や
は
り
重
要
な
手
懸
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
議
測
で
き
る
。



102 

、
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
異
同
に
つ
い
て

陸
氏
本
と
ソ
聯
本
と
の
字
句
の
封
照
を
し
て
み
る
と
、
そ
の
異
同
は
一
見
し
て
驚
く
べ
き
量
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
約
二
千
九
百
箇
慮

に
も
達
す
る
二
本
聞
の
異
同
の
封
照
一
覧
表
は
、
紙
幅
の
都
合
で
こ
こ
に
掲
げ
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
稿
を
改
め
て

A
マ
h
M
b
 

護
表
す
る
改
定
で
あ
る
。
本
稿
に
於
い
て
は
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
異
同
、
あ
る
い
は
全
盟
に
係
る
問
題
黙
に
つ
い
て
だ
け
慨
翻
し
て
お
こ

う

と
こ
ろ
で
、

異
陸
字
や
俗
字
を
含
ん
で
い
な
い
。

こ
の
種
の
字
の
用
法

二
本
聞
の
約
二
千
九
百
と
い
う
彪
大
な
異
同
の
数
量
の
内
に
は
、

〈
特
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
〉
を
鈷
検
す
る
こ
と
は
、
別
の
関
心
か
ら
す
る
と
見
逃
が
し
に
は
で
き
な
い
重
要
な
問
題
と
も
な
り
う
る

同

で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
テ
I
マ
の
方
向
と
紙
幅
の
都
合
と
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
南
本
を
比
べ
る
と
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ソ
聯
本
が
俗
字
の
類
を
多
用
す
る
傾
向
に
あ
る
の
に
射
し
、
陸
氏
本
は
そ
の
字
に
つ
い
て
は
正
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
大
ま
か
な
特

徴
だ
け
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ソ
聯
本
の
用
い
る
俗
字
の
類
、
申
力
(
窮
)
、
効
〈
勧
〉
、
臨
(
縦
)
、
奔
(
棄
可
愛
(
愛
)
、
線
(
糧
〉
、

た
と
え
ば

門
(
闘
〉
、
墾
(
葬
〉
、
机
(
機
〉
、
証
(
超
〉
、
乗
(
察
〉
、
倶
(
櫨
〉
、
蓋
(
蓋
〉
、
佐
(
怪
)
、
安
(
突
〉
、
麦
ハ
美
)
、
杯
(
懐
〉
、
勢
(
勢
)
、
実
(
算
〉
、

陸
氏
本
で
は
括
弧
内
の
正
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
と
着
、
突
と
愛
、
蔑
と
簡
な
ど
、
比
較
的
よ
く

訊
(
識
〉
、
趣
〈
越
〉
な
ど
は
、

現
わ
れ
る
漢
字
に
お
い
て
も
使
い
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
南
本
と
も
に
あ
る
が
、
別
掲
劉
照
表
で
は
や
は
り
除
外
し
た
。
た
だ
、
附

言
す
べ
き
こ
と
が
一
つ
あ
る
。

ソ
聯
本
に
於
い
て
は

gロ
〈
巾

H
V
Z
B

即
日
吉
正

2
t
の
自
由
同
φ

周
。
の
傍
語
に
は
、
殆
ん
ど
「
著
」
を
用
い
、

ご
く
少
数
「
着
」
を
用
い
る
。
こ
れ
に
封
し
、
陸
氏
本
で
は
「
着
」
は
筆
蹟

ωで
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
倒
に
は
「
著
」
が
優
越
的
に
現
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
於
い
て

こ
の
南
者
が
同
一
の
節
で
混
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ケ
l
ス
に
お
い
て
陸
氏
本
と
ソ
聯

一
八
七
節
(
巻
八
〉
で
は
著
は

こ
の
二
字
の
使
い
分
け
が
完
全
に
一
致
す
る
節
が
い
く
つ
か
あ
る
。

本

の

聞

で

、

少

し

例

を

あ

げ

て

お

こ

う

。

一
一
、
着
は
主
文
の
最
後
の
行
の
「
駿
了
着
」
の
一
件
の
み
、
二
二

O
節
(
巻
一

O
〉
で
は
著
は
一
四
、
着
は
「
不
得
着
」
と
し
て
二
回
現
わ
れ



ま
た
二
六
七
節
(
巻
一
四
)
に
於
い
て
は
着
が
五
、
著
が
八
と
、
前
二
例
の
極
端
に
多
い
も
の
と
例
外
的
な
も
の
、
と
い
う
配
分
と
は

異
る
バ
タ
l
γ
を
示
し
て
い
る
。
着
と
著
の
、
全
く
意
味
の
な
い
使
い
分
け
が
一
致
す
る
節
が
僅
か
な
が
ら
も
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

チ使
い
分
け
の
一
致
多
は
、
二
千
九
百
に
も
達
す
る
多
く
の
異
同
を
持
ち
な
が
ら
、
雨
本
が
同
じ

本
に
湖
及
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
痕
跡
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
紗
寓
に
際
し
て
安
易
に
著
あ
る
い
は
着
へ
の

。統

ア
を
せ
ず
に
、
テ
キ
ス
ト
上
の
チ
使
い
分
け
e

を
そ
の
僅
忠
寅
に
寓
す
こ
と
を
意
識
的
に
行
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
。
使
い
分
け
ヘ

る
だ
け
、

何
ら
か
明
確
な
原
則
の
下
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
甚

だ
疑
わ
し
い
。
何
度
も
紗
寓
が
重
ね
ら
れ
た
聞
に
は
、
忠
寅
度
の
高
い
筆
鶏
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
首
然
不
注
意
に
よ
る
誤
寓
や
賢
し
ら
に
よ

あ
る
い
は
忠
賞
な
紗
篤
が
、

る
字
句
の
改
繁
も
多
く
生
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
聞
に
あ
る
大
量
の
異
同
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
ね

ば
説
明
が
つ
か
な
い
。
文
献
皐
的
に
十
五
巻
本
系
統
の
俸
来
を
調
査
す
る
に
は
、
主
文
(
即
ち
蒙
文
漢
字
音
謬
の
用
字
)
だ
け
で
は
な
く
、
傍
誇

や
線
諜
に
於
け
る
漢
字
の
使
わ
れ
方
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
有
力
な
方
法
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
例
を
あ
げ
た
、
著
と
着
の
使
い
分

け
の
封
比
は
、
そ
の
可
能
性
の
一
つ
で
あ
る
が
、
検
討
の
震
の
材
料
が
二
本
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
整
理
は
で
き
そ
う
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に
も
な
い
。

別
稿
に
護
表
す
る
議
定
の
異
同
の
封
照
一
覧
表
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
な
特
徴
が
あ
る
。
異
同
の
件
数
は
、
巷
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ

り
、
巻
一
ー
ー
五
に
特
に
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
三
百
件
を
越
え
る
。

異
同
の
総
件
数
の
六
割
が
、

巻
一
1

五
の
部
分
に
集
中
し
て
い
る
の

即
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
葉
数
の
多
少
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

は
、
少
く
と
も
陸
氏
本
に
話
を
限
る
な
ら
ば
、
や
は
り
筆
蹟
の
相
違
に
よ
っ
て
説
明
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
巻
五
は
巻
一
l
l
四
と
は
別
の

筆
蹟
に
属
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
推
断
を
決
定
的
な
も
の
に
す
る
の
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
。
そ
し
て
各
巻
の
異
同
件
数
は
、

こ
の
、

巻
一
ー
ー
五
に
お
け
る
異
同
件
数
の
突
出

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
と
の
開
係
は
、

ま
こ
と
に
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
南
本
は
、
書
誌
的
に
は
幾
つ
も
の
共
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逼
す
る
外
面
的
な
表
徴
を
備
え
て
い
る
。
先
ず
牧
録
さ
れ
た
構
成
要
素
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
。
即
ち
、
清
代
に
お
い
て
『
秘
史
』
に
関
心
を
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も
つ
ほ
ど
の
人
々
に
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
銭
大
析
の
践
を
共
に
載
せ
、
責
不
一
烈
が
飽
廷
博
に
あ
て
て
記
し
た
追
記
を
も
ふ
た
つ
な
が

ら
含
ん
で
い
る
。

ま
た
こ
の
二
本
が
援
っ
た
紗
本
の
幾
つ
か
の
巻
の
末
尾
に
、
飽
廷
博
が
附
し
た
妙
寓
デ
ー
タ
も
や
は
り
共
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

テ
キ
ス
ト
中
の
同
一
字
の
二
つ
の
字
睦
の
、

そ
れ
自
瞳
な
ん
の
意
味
も
な
い
使
い
分
け
(
従
っ
て
、
偶
然
の
産
物
と
す
る
こ
と
は
困
難
な
現
象
で
あ

る
〉
が
、
完
全
に
一
致
す
る
節
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
本
が
ど
ち
ら
も
、

に
、
ま
さ
に
同
時
期
に
併
存
し
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
保
件
は
、
積
極
的
あ
る
い
は
消
極
的
に
、
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
と
が
近
し
い
開

曾
て
文
化
の
淵
薮
と
稿
さ
れ
た
漸
江
の
仁
和

係
に
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
別
稿
異
同
封
照
表
で
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
南
本
の
テ
キ
ス
ト
の
相
違
は
あ
ま
り
に
も
大

き
い
。
主
文
、
傍
語
、
総
需
の
別
を
問
わ
ず
現
わ
れ
る
、
二
千
九
百
の
彪
大
な
異
同
は
、
雨
本
の
親
縁
性
を
示
す
い
く
つ
か
の
有
力
な
要
素
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
本
の
あ
り
よ
う
に
決
定
的
な
ち
が
い
が
厳
存
す
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
。

ま
た
こ
の
二
本
に
は
、

や
は
り
筆
蹟

ωと
倒
の
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そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
問
題
黙
が
内
包
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
陸
氏
本
に
つ
い
て
は
、

願
著
な
性
格
の
ち
が
い
で
あ
る
。

二
つ
の
部
分
は
、

一
つ
の
本
を
構
成
し
あ
い
な
が
ら
、
木
に
竹
を
つ
い
だ
よ
う
に
互
い
に
そ
ぐ
わ
な
い
あ
り
か
た
を
示
す
こ
の

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
全
く
別
物
だ
っ
た
凶
と
倒
を
合
成
し
た
も
の
が
陸
氏
本
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
あ
ま
り
現
貫

的
で
な
い
推
測
ま
で
も
思
い
浮
か
ば
せ
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
る
。

ソ
聯
本
に
つ
い
て
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、

「
連
街
移
叢

書
」
の
総
詳
集
成
本
『
元
朝
-
秘
史
』
は
、

「
韓
氏
磁
書
」
本
、

割
ち
ソ
聯
本
と
思
わ
れ
る
も
の
、

に
譲
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

敢
え
て

「
恩
わ
れ
る
も
の
」
な
ど
と
、
含
み
の
あ
る
言
い
方
を
し
た
の
に
は
意
味
が
あ
る
。

「
連
錆
移
叢
書
」
本
と
、

ソ
聯
本
の
総
書
部
分
に
は
少
な

か
ら
ぬ
異
同
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
連
錫
第
叢
書
」
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
少
く
と
も
ソ
聯
本
の
線
諜
を
忠
買
に
寓
し
た
も
の
で
は
な
い
。
す

る
と
「
連
仲
間
第
叢
書
」
本
は
、

ソ
聯
本
に
撮
る
よ
り
は
寧
ろ
「
道
光
二
十
一
年
八
月
、
従
永
祭
大
典
十
二
先
元
字
韻
中
潟
出
」
と
張
穆
が
践
に

記
し
て
い
る
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
姿
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
推
測
に
は
根
擦
が
あ
る
。

「
連
鋳
第
叢
書
」
本
と

ソ
聯
本
の
総
書
部
分
の
異
同
の
う
ち
で
、
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
総
理
辞
部
分
中
の
相
違
部
分
と
重
複
す
る
ケ
l
ス
を
検
討
し
て
み
る
と
、
意
外
な

ソ
聯
本
で
は
異
る
漢
字
で
寓
さ
れ
た
そ
の
箇
虚
が
、
陸
氏
本
に
於
い
て
は
「
連
錆
第
叢
書
」
本
の
用
字
と
一
致
し
て

事
賓
が
明
ら
か
に
な
る
。



い
る
と
い
う
朕
況
が
支
配
的
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
陸
氏
本
と
、
張
穆
が
道
光
二
十
一
年
八
月
に
寓
し
た
十
五
巻
本
と
は
、
少
く
と
も
此
慮
で
問

題
に
な
っ
た
線
諜
の
特
定
の
用
字
に
つ
い
て
は
同
じ
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
あ
り
う
べ
き
別
の
解
樟
と
し
て
、
ソ
聯
本
は
張
穆
の
見
た
本

張
穆
が
肢
で
道
光
二
十
七
年
に
よ
っ
た
と
言
う
韓
民
の
戴
書
の
副
本
だ
っ
た
と
い
う
ケ
l
ス
も
あ
げ
ら
れ
る
。

で
は
な
く
、

首
然
の
こ
と
だ

が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
端
摩
臆
測
に
属
す
る
。

と
も
あ
れ
、
互
い
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
陸
氏
本
と
ソ
聯
本
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
殺
離
は
、
直
ち
に
十
五
巻
本
の
流
俸
が
か
な
り
贋
汎
に

行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
推
測
を
私
達
に
抱
か
せ
る
だ
ろ
う
。
銭
大
析
が
寓
し
た
4

も
と
の
紗
本
多

か
ら
、
別
途
の
系
統
で

妙
寓
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
も
と
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
本
、
も
と
の
委
を
比
較
的
忠
寅
に
保
ち
績
け
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
、
と
い
う
よ
う
な
バ
ラ
ツ
キ
が
生
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
見
通
し
が
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
な
い
と
す

る
な
ら
、
此
慮
で
行
な
っ
た
よ
う
な
十
五
巻
本
妙
本
の
検
討
劉
比
を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
稿
で
掛
照
表
を
作
り
な
が
ら
校
定

を
の
ち
の
問
題
と
し
た
の
は
、
本
稿
の
目
的
に
も
よ
る
が
、
別
本
を
参
照
し
た
う
え
で
の
校
定
の
方
が
責
り
の
あ
る
作
業
だ
と
い
う
剣
断
も
あ
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。略
年
表
ク

の
末
尾
に
示
し
た
よ
う
に
、
存
在
が
確
認
で
き
る
本
が
い
く
つ
か

つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
別
本
が
無
い
な
ら
己
む
を
え
な
い
が
、

中
園
に
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
註

ωに
於
て
も
少
し
ふ
れ
た
が
、
前
述
の
『
蒙
古
秘
史
校
勘
本
』
が
地
の
利
を
得
な
が

ら
、
参
照
可
能
の
異
本
を
材
料
と
し
て
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
失
墓
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
『
秘
史
』
の
よ
う
な
、
漢
字
が
表
音
の
機
能
だ

け
を
利
用
さ
れ
て
い
る
部
分
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
(
と
い
う
こ
と
は
、
書
篤
時
に
誤
り
易
い
性
格
を
も
っ
)
と
い
う
文
献
に
於
い
て
は
、
手
の
届

く
別
本
に
は
す
べ
て
限
を
逼
し
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
最
良
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
出
す
事
が
不
可
依
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ア
ル
な
テ
キ
ス
ト

と
い
う
も
の
は
、
ま
さ
に
斯
様
な
愚
直
な
本
嘗
の
意
味
で
の
校
勘
の
の
ち
に
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
を
も
ち
つ
つ
俸
来
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
十
五
巻
紗
本
の
、
別
本
の
意
義
は
格
別

に
大
き
い
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、
現
在
中
園
に
遣
さ
れ
て
い
る
十
五
各
本
紗
本
を
瞥
見
し
よ
う
。
略
年
表
の
末
尾
を
参
照
す
る
と
、
四
種
の
紗

伺

本
が
あ
げ
ら
れ
る
。
先
ず
、
奮
江
蘇
省
立
園
拳
固
書
館
に
あ
る
も
の
。
こ
れ
は
淑
江
鏡
塘
の
大
騒
書
家
丁
丙
〔
道
光
一
一
一
(
一
八
一
一
一
一
一
)
|
光
緒
二
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架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

二
種
の
四
冊
本
中
、

五
(
一
八
九
九
)
年
〕
の
「
善
本
書
室
」
奮
臨
本
で
、
そ
の
前
は
粛
山
王
晩
聞
の
歳
に
係
る
三
加
本
で
あ
る
。

ま
た
北
京
聞
書
館
に
は
、
三
本
が

一
加
に
は
遁
光
の
進
士
で
同
治
三
(
一
八
六
四
)
年
に
陣
残
し
た
江
蘇
常
熟
の
人
翁
同
書
の
肱
(
日
附

け
は
な
い
)
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
文
中
に
は
「
世
間
博
本
絶
稀
。
余
従
慶
陵
蔵
書
家
購
此
精
鈴
木
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
該
本
の
来
歴
を
俸

伺

え
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
の
本
の
目
暗
が
、
将
来
か
な
う
こ
と
を
墓
み
つ
つ
本
稿
を
結
び
た
い
。

本
稿
は
昭
和
五
十
五
年
度
利
率
研
究
費
奨
胸
研
究
判
「
元
朝
秘
史
諸
紗
本
の
文
献
率
的
比
較
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註ω
つ
ま
り
、
初
版
川
問
、
国
一
〔
凶
倒
は
分
類
の
便
宜
の
篤
の
仮
構
〕
、
そ
し
て

再
版
の
三
種
が
議
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
版
の
内
容
は
左
の
遁
り
。

初
版
川
間
同
タ
イ
ト
ル
頁
・

ω
「
成
士
口
思
汗
貧
録
の
序
論
」
・
川
「
成

士
口
思
汗
寅
録
の
目
録
」
・
仙
本
文
。

初
版
刷
同
・
〈
粛
親
王
の
「
寄
上
」
文
〉
・
削

・
同

・
同
・
凶
。
(
初

版
は
判
制
と
も
に
、
明
治
四

O
年
一
月
一
八
日
夜
行
〕

再
版
同
・
〈
那
珂
の
「
祭
洋
郷
文
廷
式
文
」
と
題
す
る
追
悼
文
〉
・
川

-
刷
・

ω。
〔
明
治
四

O
年
四
月
一
八
日
渡
行
〕

こ
の
よ
う
に
、
明
治
四

O
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
成
士
口
思
汗
貫
録
』
に
は

再
版
ま
で
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
世
上
に
は
も
う
一
つ
「
再
版
」

が
存
在
す
る
。
昭
和
一
八
年
九
月
二

O
自
に
筑
摩
書
房
か
ら
、
二
千
部
の

限
定
と
し
て
夜
行
さ
れ
た
『
成
士
ロ
思
汗
貫
録
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ば

原
本
の
リ
プ
リ
ン
ト
と
も
思
わ
れ
そ
う
な
こ
の
本
は
、
ま
と
も
な
リ
プ
リ

ン
ト
た
る
事
に
も
失
敗
し
て
い
る
。
オ
リ
ヂ
ナ
ル
の
影
印
と
い
う
安
蛍
な

方
法
を
と
ら
ず
、
行
組
み
を
織
買
え
た
の
で
原
本
と
頁
数
が
ズ
レ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
の
「
再
版
」
は
、
同
書
の
引
用
・
参

照
に
無
用
の
混
飢
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
書
誌
的
に
も
現
に
存
在

す
る
再
版
を
無
視
す
る
と
い
う
何
重
も
の
大
き
な
依
陥
を
含
ん
だ
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
「
再
版
」
で
は
、
国
冒
頭
の
「
成
吉
田
必
汗
質
録

の
序
」
(
有
高
級
〉
に
も
、
巻
末
の
「
後
記
」
(
筑
摩
書
房
編
輯
部
)
に

も
、
こ
の
聞
の
事
情
は
全
く
説
明
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
文
廷
式
か
ら
内

藤
湖
南
を
経
て
那
珂
の
手
に
入
っ
た
『
秘
史
』
の
来
歴
、
『
成
士
日
思
汗
貫

録
』
成
立
の
事
情
な
ど
を
知
る
震
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
再
版
所
牧
の

「
祭
搾
郷
文
廷
式
文
」
は
、
た
ま
た
ま
再
版
を
利
用
し
た
人
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
困
っ
た
状
態
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
(
こ
の
小

さ
な
事
寅
に
つ
い
て
は
、
「
成
土
口
恩
汗
貫
録
制
記
」
と
し
て
、
日
本
モ
ン

ゴ
ル
拳
舎
(
早
稲
田
大
準
、
一
九
七
九
年
六
月
一
六
日
)
で
口
頭
裂
表
し

た)。
ω
村
上
正
二
謬
注
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
l
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
物
語
』
書

評
。
『
東
洋
史
一
研
究
』
第
三
五
桂
信
第
四
獄
、
昭
和
五
二
年
三
月
三
一
日
渡

-106ー
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行。ω
地
編
『
元
朝
秘
・
一
史
関
係
文
献
目
録
』
(
日
本
モ
ン
ゴ
ル
阻
牢
舎
、
一
九
七

八
年
二
月
五
日
愛
行
)
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
近
時
の
研
究
動
向
の
大
き

な
出
来
事
は
、
タ
文
革
少
に
よ
っ
て
閉
塞
さ
れ
て
い
た
中
華
人
民
共
和
園

に
お
け
る
『
秘
史
』
研
究
か
爆
渡
的
な
勢
い
で
公
け
に
さ
れ
だ
し
た
こ
と

で
あ
る
。
但
し
、
本
稿
が
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
テ
!
て
中
園
で
し

か
で
き
な
い
数
々
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
見
わ
た
し
て
検
討
す
る
と
い
う
よ

う
な
、
曾
て
洪
業
が
後
皐
に
託
し
た
類
の
文
献
拳
的
研
究
は
、
今
の
と
こ

ろ
全
く
見
ら
れ
な
い
。
「
校
勘
本
」
と
銘
打
っ
た
最
新
刊
、
額
爾
登
泰
、

烏
雲
遼
賛
校
勘
『
蒙
古
秘
史
校
勘
本
』
ハ
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
八

O
年
九
月
第
一
版
夜
行
)
を
参
照
し
て
み
て
も
、
千
頁
を
優
に
超
え
る
鉦

皿
山
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
興
味
は
殆
ん
ど
満
足
さ
せ
て
は

く
れ
な
い
。
中
園
圏
内
に
於
い
て
、
今
に
俸
わ
っ
た
『
秘
史
』
紗
本
の
紹

介
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
長
ら
く
刊
行
の
待

た
れ
て
い
た
タ
リ
ー
ブ
ス
の
研
究
成
果
が
務
思
表
さ
れ
始
め
た
こ
と
も
注
目

ホ

に
値
す
る
。
現
在
英
議
の
み
出
て
い
る
が
、
後
績
が
柏
原
告
さ
れ
て
い
る
も

う
一
冊
、
コ
メ
ン
タ
リ
1
の
巻
が
待
た
れ
る
。

後
同
吋
・

d司
-
Q
2
2
P
叫

4
t
p
qミ
目
安
司
い
可
ペ

hb内
ミ
s
h
。Nh・

』甘ミ
--HF町
、
3
h
h帆
苦
肉
号
ミ
言
芯
同
諸
h
H
E
F
S
H
A

、HFE去
、
E
N

芯
ぷ
志
向
お
宮
刷
、

3
2
b札
臣
民
同
』
w
g
ぬ旬、町内

HNnahg昔
話

S
Eミ・

刷、。目・」『(叫
d
E
E
N
a怠
司
〉
・
出

R
S丘
己
ロ
Z
・同
u
了
。
ω
宮
町
一
品
開
。
九
伊

円。ロ
ι。口"]巴∞
N
.

ω

当
・
出
国
口
問
・
、
H，ro
、P
S
S
E
F
g
o
ご
v
o
F
o
r
E。
5

8
任命

ω
0
2
2
出
E
o
q
o同岬
VO
玄
O口問。
-P
同
・
、
-
b・匂・・

E
H由巳・

ω
Q
O
Z
E
e
-
5
4
3・
2
2
1
-
2・

制
現
在
は
壷
北
の
園
立
中
央
蘭
書
館
所
議
。
図
立
中
央
圃
書
館
編
印
『
蓬

組
問
公
磁
善
本
書
目
書
名
索
引
』
凶
(
中
華
民
園
六

O
年
六
月
初
版
)
に
、

コ
冗
朝
秘
史
十
五
巻
元
不
著
撲
人
明
洪
武
刊
本
存
四
宅
」
(
一

七
二
一
貝
〉
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
四
部
叢
刊
の
、
そ
れ

ぞ
れ
所
定
の
部
分
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
参
照
し
う
る
。

例
華
北
、
康
文
書
局
。
「
史
料
叢
網
」
の
一
冊
と
し
て
影
印
版
が
刊
行
。

制
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
刊
。

例
』
雪
之
の
旬
。
h
門
ミ
ミ
門
、
の
み
可
。
凶
2
・
弘
之
ハ

g
s
h
t
s
v、・
hF0・

bh内
門
U
S一色遣内

C
S町、丸町、
VH句
、
q
p向。諮問。町、
P
R
E
M・
丸
町
、
円
MH3?

hhhnMVS
叫
4
2
2守
合
hhS(RHRhh色
、
可
、
叫
dhb'VNh帆
)
帆
遺
書
S
'

h。
E
n
F
s
g可。、
HNQRHSな礼儀司、
v司町、
S
E
e
s
同
ミ
忌
同
R
ミ
hnF・

同
り

s
a
g
g
z
d弓
E
r邑
g
-
s
s・
2
2
E
z
n
r
ι
2
5
ごヨ

〈
2
s
m
o
g
民
同
ロ

2
8
4
1
S〉
・
服
部
四
郎
『
元
朝
秘
史
の
蒙
古
語
を

表
は
す
漢
字
の
研
究
』
龍
文
書
局
、
昭
和
二
一
年
九
月
五
日
夜
行
、
一
七

頁。

帥

Z
E
p
e
-
円
む
よ
司
・
食
品
・

ω
5
2
2
8
E
・hhhR
色
号
、
s
=
S
R
5
E周
忌
2
8
h
D
S・

』
M
S
U
E
U
Q
K句同・

M30KL戸
吋
旬
、
町
内
ミ
・
ミ
ん
も
お
k
ミ

ミ

2
n
s
n
H
h
h

辺、向。

E
2
2
h
h崎
町
・
ミ
・
ロ
QE毛
色
迫
。
g
-
口曲
5
4田
宮
沢
民
主
言
問
》
曲
目

J

司一『℃巴国曲目)。

hHO回国。円、『
OR白・、
H，g
内円、司
rr
切。旬開
u

医
師
国
円
巾
勺
Mqr
〈同【【
W

〉
RMY同
2
両
国
国
江
曲
)
呆
の
の
の

P

甲両国円、『国吋一可

4

2曲目
vchHO国
〉
川
墨
田
-

x
u
h月
巾
旬
V
2回
。
回

0
2
0
4図
。
酔
包
国
4
3号
可
℃

F
玄

O門岡田
P
H
u
m
N・

ω
M
3
Q
L再
津
町
・
ロ
曲
回
目
℃
号
。
国
・
ロ
官
官
2
0国田市・

帥
陳
垣
『
元
秘
奥
誇
血
日
用
字
孜
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
北

卒
、
一
九
三
四
年
二
月
愛
行
。
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M
W
5
2
3
8同
町

R
，hhhp
口
宝
石
2
0
F
口
官
h
E
2
0園
田

P

2
℃
-
H
2
・

帥
村
上
正
二
謬
注
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
|
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
物
語
|
ω
』
卒

凡
社
(
東
洋
文
庫
二
九
四
)
、
昭
和
五
一
年
八
月
一

O
日
渡
行
。
「
解
説
」

四

O
三
頁
。

帥
同
前
、
四

O
一頁。

帥
陸
氏
本
の
閲
覧
、
篤
員
複
寓
を
快
く
許
さ
れ
た
静
嘉
堂
文
庫
に
謝
意
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
寓
員
の
存
在
を
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
森

田
厳
司
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

わ
が
園
に
賂
来
さ
れ
た
あ
と
の
隆
氏
本
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
洪
業
の

研
究
の
注
記
に
僅
か
に
紛
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
は
な
い

(
Z
E
m
-

毛・

2
H・
・
司
・
品
企
・
ロ
O
R
g・
〉
。
最
近
刊
の
ク
リ
ー
ブ
ス
に
よ
る
英
誇
本

の
「
序
言
」
に
お
け
る
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
系
統
解
-
設
で
も
ペ
吋

5ha向。

E
・ご
S
Z
H
H
O
同
任
命
ぺ
H
M
R
S
・円F
RG
。
、
千

S
S
5
5
町、

HnRHW
ち
と
し
て

四
種
の
本
が
列
摩
さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
か
陸
氏
本
は
現
わ
れ
な
い
。

ソ

聯
本
の
篤
民
復
製
本
が
「
北
卒
園
立
図
書
館
L

に
蔵
さ
れ
る
事
を
述
べ
る

ほ
ど
徽
密
な
こ
の
序
言
が
陸
氏
本
を
逸
し
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
不
思

議
な
こ
と
だ

(
2
2
2
P
も
-
R
H
4
3・】ピ

-
H
Z
U
。

同

Q
0
2
2・口、・円札
H
・・

3
・H
H
H
H
T
1
H
H
H
E
・

同
陵
氏
本
の
二
種
の
筆
蹟
の
分
布
か
ら
想
像
す
る
と
、
同
本
は
、
ソ
聯
本

と
同
様
な
刷
↓
刷
↓
仰
な
る
配
列
の
本
を
そ
の
順
に
篤
し
、
綴
じ
る
時
に

便
宜
的
に
本
篤
を
前
に
出
し
、
践
と
迫
記
を
末
尾
に
ま
と
め
た
、
と
い
う

事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

序
で
な
が
ら
、
ソ
聯
本
の
筆
蹟
は
終
始
嬰
わ
ら
ず
、
陸
氏
本
(
特
に
筆

蹟
倒
)
が
些
か
っ
た
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
針
し
、
比
較
的
洗
練
さ
れ

た
手
蹟
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

帥
附
婆
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
注
記
は
左
の
遁
り
で
あ
る
。
〈
表
示
の
順

序
。
巻
・
節

・
主
文
〔
主
と
略
す
〕
、
傍
誇
〔
傍
〕
、
線
誇
〔
徳
〕
の
別
。

注
記
を
加
え
ら
れ
る
箇
鹿
〔
確
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
字
に

傍
鮎
を
附
し
た
〕
。
附
築
中
の
記
述
)
〔
。
は
朱
で
附
さ
れ
た
も
の
〕

①
l
師
、
吋
線
頭
口
了
空
格
内
、
原
本
着
字
。
賂
是
看
字
。

②

I
M
5
線
蔑
見
干
門
他
本
間
他
聞
字
、
勝
間
字
。

③

l
聞
広
総
長
前
列
生
着
毎
人
興
一
隻
箭

γ
根
前
根
{
子
、
賂
従
足
努

/
前
列
生
着
生
字
、
勝
坐
字
/
箭
斡
二
字
、
時
開
幹
字
。

④

l
m
N回
線
光
恰
似
賞
狗
恰
似
責
狗
般
恰
字
、
原
本
作
合
。
賂
誤
。

佑
凶

⑤
l
四

NN
傍
阿
塔
刺
鉱
間
体
{
子
、
現
注
内
。
賂
是
住
字
。

分
了

⑤
imNω
傍

忽

必

分

了

二

字

、

原

本

子

字

。

賂

誤

。

⑦
l
m
E
線
〔
テ
キ
ス
ト
の
ど
の
字
さ
す
か
不
明
]
原
本
乾
字
、
恐

是
乾
字
。

③

1
2∞
徳
那
牙
勅
姓
牙
動
二
{
子
、
原
本
作
動
。
乞
詳
。

⑨
l
r
a
絶
婦
人
叉
生
二
子
婦
人
叉
生
二
子
、
原
本
人
生
二
子
。
賂

-
h

包''云-。

司
グ
エ
A

⑮
l
m
g
徳

⑪
Eω
谷

線

⑫
E
M
a
緑

色

u
u
a絶

⑬
一
日
制
窓
線

⑮

E
m
g
u線
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一桑名叉拶今
般口-口・如恰日
祭・見的校台口
杷河山口・口・這
蒸柁見
末見子
一古子 察
言。白。時。

賂
是
祭
字

原
本
作
察
字

筆



課
也
。
〔
コ
メ
ン
ト
す
る
よ
う
な
空
格
は
な
く
「
祭
」
字
が
入
っ

て
い
る
が
、
後
筆
と
思
わ
れ
る
。
同
部
分
に
あ
る
別
の
「
祭
」
字

と
異
る
か
ら
で
あ
る
。
祭
字
は
筆
蹟
同
聞
に
見
え
な
く
も
な
い
J

⑮

E
切

H
S主
〔
二
つ
自
の
〕
挽
斡
鄭
勅
宰
空
格
内
、
原
本
郷
字
、
上

中

文
作
鄭
字
。
未
知
執
{
子
。
乞
補
之
。

舌

⑫
E
m
H
S主
主
一
つ
目
の
〕
脱
斡
鄭
勧
翠
此
文
作
郎
字
。

人

名

吉

4

吉

⑬

EmHHO線
帖
木
員
附
木
質
〔
こ
の
一
一
一
字
不
明
瞭
〕
前
頁
旗
見
、

原
本
無
人
字
。

⑬
EmHHm徳
一
箇
銅
躍
的
銅
縫
二
字
、
上
文
芳
註
従
缶
芳
。
此
従
、
ず

芳
、
質
謀
。

〔
隆
氏
本
に
も
ソ
聯
本
に
も
。
濯
e

と
い
う
漢
字
は
見
え
な
い
が
、

「
漣
錆
鯵
叢
書
」
本
の
こ
の
部
分
に
は
「
一
箇
銅
滋
的
」
と
現
わ
れ

る
。
こ
の
附
築
に
註
し
た
人
は
、
。
濯
少
の
用
字
を
「
連
盟
司
第
殺
害
」

本
に
於
い
て
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
〕
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ω
5
2
2
8
E
-
R
F
ロ
E
R
3
8回
・
コ
官
官
2
2
5・

伺
「
《
蒙
古
秘
史
》
校
勘
本
序
言
」
『
蒙
古
秘
史
校
勘
本
』
四
頁
。

同
陳
垣
、
前
掲
書
。
「
俄
本
来
歴
」
と
し
て
、
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

凶
『
四
天
王
寺
園
際
例
数
大
息
一
文
皐
部
紀
要
』
第
一
六
践
に
掲
載
強
定

(
昭
和
五
九
年
三
月
刊
行
橡
定
)
。

同
た
と
え
ば
、
陳
垣
や
服
部
に
よ
る
著
名
な
研
究
(
い
ず
れ
も
前
掲
〉
。

ま
た
、
同
一
字
を
複
数
の
別
韓
字
を
使
い
分
け
て
表
記
し
て
い
る
場
合
な

ど
は
、
他
の
本
に
於
け
る
使
い
分
け
と
封
照
す
れ
ば
、
停
来
の
関
係
を
考

察
す
る
の
に
有
力
な
材
料
と
な
り
え
よ
う
。

同
今
日
の
南
京
圏
書
館
に
あ
た
る
。
王
皐
県
「
南
京
圏
書
館
」
『
中
園
歴

史
皐
年
鑑
(
一
九
八
一
年
版
ど
〈
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
九
月
夜
行
〉

の
，
博
物
館
、
園
書
館
、
楢
案
館
側
介
ク
四
七
二
頁
。

帥
北
京
闘
書
館
臓
の
諸
紗
本
の
現
存
の
確
認
と
、
翁
同
書
の
践
に
つ
い
て

は
、
木
田
知
生
氏
の
教
示
に
よ
る
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る。
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Thus, insufficientgeographical knowledge does not completely ｅχplain

why there remained areas undelineated by national boundaries. As written

documents indicate, the fact that the Russian representatives had not

received instructions regarding the borders in this region, must also be

understood as an important factor.

THE 15-JUAN MANUSCRIPT VERSIONS OF THE

　　　　　

ＹＵＡＮＣＨＡＯＭＩＳＨＩ元朝秘史

　　　　　　　　　

Harayama Akira

　　

This essay is ａ study of the 15-iuan manuscript version of the Yuan-

ｃｈａｏｍｉｓhi、　When the 15-juan tｅχtwas recorded in the Yongle dadian

永楽大典, it was reeditted from ａ 12-juan tｅχt. Today, several manuscript

versions of the tｅχthave been transmitted. In 1962, an ０１ｄmanuscript

of the text was published in facsimile by Palladii in the Soviet Union.

By this publication we can easily consult the 15-iuan manuscript versions.

Concerning the Palladii tｅχt，we cannot say that it is authentic. And it

seems that the 15-iuan manuscript versions as a whole are vaguely regarded

as unreliable.

　　

For this essay, l eχamined the manuscript version formerly in the

collection of Lu Xinyuan 陸心源, now kept in the Seikado Library 静嘉堂

文庫. When this text is compared with the Palladii text, the following

discrepancies become apparent : there are di任erences in about 3000 places；

the obvious mistakes in the Palladii text do not occur in the Seikado text.

Considered from the point of view of the transmission of the printed

texts, the large differences between these two versions in ｅχtremely close

juxtaposition suggest that the manuscript versions　of the　15-juan text

have many variants.

　　

This necessitates ａ comparative examination of the other surviving

versions of the 15-juan manuscript tｅχt. A revised tｅχtwhich can be

compiled from the various versions　of the 15-juan tｅχt　must then be

compared with a revised tｅχtmade from the various 12-juan texts. By

this work, the superior text of the ＳｅｃｒｅtHiｓtｏり屁史will have been

determined｡
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